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モンペリエ① 

ニースやマルセイユほど有名ではないけれどモンペリエは南仏の大都市。大学都市なので日本人も多い。 

ここで現在唯一の日本人経営の日本食レストランが、「プチトーキョー」。 

サケは「大関」、「土佐鶴」、「八海山」で、お燗と冷。焼酎は「いいちこ」、「白波」で壜売り。ビールは「アサ

ヒ」と「キリン」。地方都市でも、JFC さん（キッコーマン系）がサケを供給してくれる。 

黒板は夜のメニューで 20、25、34€の定食。スシのほか、プラ（料理）として、焼き鳥、お好み焼き（ピッツァ

ジャポネーズ）、ラーメン、天ぷらうどんと、バリエーション豊富。うまい！ 

モンペリエ② 

当然ながら回転寿司もある。何だか、

より日本らしいが、日本人経営ではな

い。パリに行けば「稀！日本人がやっ

てます」という看板の日本レストランも

あるが、まさにその通りの状況。 

「プチトーキョー」のすぐ近所には、「東

京・トンキン」なんていうベトナム＆中

華の店もあって、ややこしい。 

南フランス：モンペリエ 
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サンマロ① 

世界遺産に登録される、海に突き出た城塞の街、サンマロ。近くのモンサンミッシェルは日本人に身近ですが、サン

マロを訪れる日本人は多くないよう。しかし、ここにも日本人の女性料理人が腕を振る、すばらしい日本料理店が

あります。お店の名前は「たんぽぽ」。夜のコースを日本的に言うと、「前菜/椀もの/炊合せ/季節盛り/焼物/小そ

ば/御飯/香の物/デザート」といった感じで、フレンチ食材を取り入れたヌーベル懐石。感動的！な味わいです。 

サケは「白瀧・上善水如」、「真澄」、「男山」、「宮の雪」、「菊水・無冠帝」など。ペティアン（ガス入り）のところに、

シャンパンと並んで「春鹿」のスパークリング。ディジェスティフには、梅酒とならんで「サントリー山崎シングルモルト」が。 

 
サンマロ② 「キリンイチ

バン」はロシア・カリーニン

グラードで委託製造。「さ

さら月」（月山酒造）の

輸入元は JFC フランス。 

 

スーツケースに「燗番娘」を忍ばせ

て、フランスの景色を愛（め）でながら

お燗を楽しむ。冬の出張には最高。 

 

サンマロ③ 和食の「だし」の

説明書き。「ささら月」のほか、

写真の「黒牛」（名手酒造店）

など、メニューにない銘柄も。ち

なみに、キャップは両方とも、き

た産業製！でした。サケは

JFCやパリの日本食供給業者

「京子」から調達するそう。 

北フランス：サンマロ 

番外編：サケ立ち飲み in France 

Mont St. Michel 
 

Montpellier 
 


